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(2) 広報うあ、づ平成 2年 6月

市
の
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
か
を
一
年
に
二
回

(
六
月

と
十
二
月
)
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当

補
正

平
成
一万
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
百
十
三
億
四
百
万
円
で
、
上

半
期
(
四
月
j
九
月
)
中
に
四
億
九

千
四
百
六
十
五
万
七
千
円
を
追
加
補

正
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
十
月
か
ら

三
月
ま
で
の
下
半
期
で
さ
ら
に
九
億

七
千
八
百
七
十
一
万
九
千
円
を
追
加

補
正
し
ま
し
た
。

結
局
、
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

前
年
度
か
ら
の
予
算
繰
越
分
二
千
万

円
を
加
え
、
百
二
十
七
億
九
千
七
百

三
十
七
万
六
千
円
と
な
り
、
前
年
同

期
の
百
十
九
億
八
千
四
百
三
十
三
万

五
千
円
に
比
較
し
て
六

・
八
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

下
半
期
ぃ一一一一

補
正
の
主
な
も
の

(
培
額
さ
れ
た
も
の
)

減
債
基
金
積
立
金

1
六
億
四
千
五

百
万
円
、
川
の
瀬
団
地
関
連
市
道
新

設
改
良
事
業

l
一
億
七
千
八
百
万
円
、

除
雪
対
策
費

l
一
億
三
千
万
円
、
北

鬼
江
吉
島
線
(
立
体
交
差
)
事
業

1

一
億
二
千
六
十
一
万
八
千
円
、
財
政

調
整
基
金
積
立
金

l
一
億
円
な
ど
。

(
減
額
さ
れ
た
も
の
)

魚
津
駅
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業

1
一
億
八
千
六
百
九
十
七
万
七
千

円
、
埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル
パ

l
ク
建

設
事
業

1
一
億
二
千
六
百
八
十
二
万

七
千
円
、
東
部
中
学
校
大
規
模
改
修

工
事

1
一
億
六
百
八
十
万
円
な
ど
。

。
簡
保
資
金
積
立
金
融
資

元
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
う
ち
、

市
道
大
熊
鉢
線
、
農
道
大
熊
線
整
備

事
業
、
村
木
小
学
校
体
育
館
建
設
事

業
に
は
簡
保
資
金
積
立
金
の
融
資
を

受
け
ま
し
た
。

。
水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金

元
年
度
は
、
鉢
簡
易
水
道
改
良
工

事
を
行
い
ま
し
た
。

出)

区 分 予算額 支出済額
支出
割合

千円 千円 % 

議 ~ 費 214，563 211 ，858 98.7 

総 務 費 2，858，536 2，578，216 90.2 

民 生 費 2，356，709 2;099，383 89.1 

衛 生 費 701，207 527，964 75.3 

労 働 費 121，750 117，494 96.5 

農林水産業費 968，552 810，847 83.7 

商 工 費 488，568 476，393 97.5 

土 木 費 1，926，266 1，382，358 71.8 

t背 防 費 332，559 301，758 90.7 

教 育 費 1，459，132 1，322，623 90.6 

災害復旧費 52，985 16，003 30.2 

ノ品工a、 {貴 費 1，131，900 976，229 86.2 

諸 支 出 金 136，370 58，283 42.7 

予 イ蒲 費 48，279 。 。
~ 

歳出合計 12，797，376 10，879，409 85.0 

(歳

松倉保育園改築事業完了

元年度
区 分 予算額 収入済額

収入
割合

千円 千円 % 

市 税 5，988，000 5，748，501 96.0 

地方譲与税 300，000 327，558 109.2 

利子割交付金 130，000 136，651 101.5 

ゴルフ場利用税交付金 29，000 36，164 124.7 

自動車取得税交付金 120，000 139，928 116.6 

地方交付税 1，994，000 2，098，954 105.3 

交通安全対策特別交付金 12，000 9，389 78.2 

分担金及び負担金 360，522 343，669 95.3 

使用料及び手数料 234，324 209， 31~，. 89.3 

国庫支出金 947，877 815，765 86.1 

県 支 出 金 726，607 536，456 73.8 

員オ 産 収 入 61，505 65，573 106.6 

寄 附 金 90，556 89，272 98.6 

繰 越 金 678，829 678，828 100.0 

諸 収 入 510，861 460，828 90.2 

市 イ責 613，295 38，000 6.2 

歳入合計 12，797，376 11，734，854 91.7 

入)(歳



(3) 広報うおづ平成 2年 6月

...渓 機穣:::::渋..三扱渋詰

444 

共済組合等 19

市債総額

8，462百万円

市民一人当
たり負担額

170，274円

北陸銀行 14
その他188

竺む:市;省財濯の波況，:三

土地

919，443m' 

鋒堂警
基金

2，510，426千円

、、 I/ 
、 一一一 / ーI￥l!tL_
-

有価証券ム・

その他

157，176千円

¥ j亘l
~、l 棋 l

えう~oo釦~

建物

147，595m' 

衛生債 147

1世帯平均
負担額

人口 49，782人

世帯数 14，024世帯

(平成2年3月31日現在)

その他税

46，358千円

軽自動車税

42，987千円

市たばこ(消費)税

244，003千円

固定資産税

2，499，703千円

市 民 干見

2，915，450千円

時三倍u&1¥@金::Jの..灘滋..議

1人平均負担額

会計区介 借入額 借入先

一般会計 200，000，000 円| 北陸銀行

下水道事業 900，000，000 北陸銀行

議...義:r¥.¥刻泰..纂頼殺灘 .. 況:
一般会計 12，797 

老人保健医療事業

国民健康保険事業

3，344 

2，435 

下水道事業 2，420 

279 

103 



(4) 

政

広報うおづ平成 2年 6月

魚
津
市
議
会
臨
事
会
は
、
5
月
幻

日
に
開
催
さ
れ
、
正

・
副
議
長
と
常

任
委
員
会
委
員
、
特
別
委
員
会
委
員

な
ど
を
決
め
た
あ
と
、
提
案
さ
れ
た

4
議
案
が
議
決
・承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議

長

経

漂

稔

浜
経
団
三
、
二
五
二
番
地
の
三

副

議

長

森

内

俊

雄

吉
島
二
丁
目
三
番
一
号

マ
各
常
任
委
員
会
委
員
及
び
特
別
委

員
会
委
員
(
。
は
委
員
長
、

O
は
副

委
員
長
)

〈敬
称
略
〉

総
務
委
員
会

。
朝
野
幹
子

O
窪
田
信
夫

朝

野

彰

二

古

金

広

稗

苗

清

吉

経

津

稔

建
設
委
員
会

。
高
島
義
信

O
清

河

貢

捜

坂

昭

弘

長

田

日

晴

田

中

光

幸

河

崎

浩

後

藤

吉

松

産
業
経
済
委
員
会

。

関

口

衛

O
竹

内

進

清

水

修

三

森

内

俊

雄

宮

田

只

夫

伊

藤

甚

一

野

崎

栄

吉

文
教
厚
生
委
員
会

。
七
津
秋
政

O
野
沢
幸
昭

津

崎

尚

武

浜

多

弘

之

中

田

若
島
正
敬

公
害
対
策
特
別
委
員
会

動

新
幹
線
及
び

8
号
バ
イ
パ
ス
特
別

委
員
会

。

古

金

広

O
清
水
修
三

朝

野

幹

子

稗

首

清

吉

宮

田

只

夫

河

崎

浩

野

崎

栄

吉

桃
山
運
動
公
園
特
別
委
員
会

。
若
島
正
敬

O
朝
野
彰
二

窪

田

信

夫

竹

内

進

七

津

秋

政

魚
津
市
議
会
臨
時
会

。
田
中
光
幸

O
伊
藤
甚
一

清

河

貢

野

沢

幸

昭

関

口

長
田
日
晴

{荷

就
任
の
あ
い
さ
つ

.

.

.

 

氏

恥

氏

一

ゑ
諮
m
ph
・
圃
稔

&
尽
噌
d

九

雄
…

~内
容
夢
創

弟
三
宮

俊
一

齢
F

喝
、戸
間
M
凶

/戸
弘
二
、
.

…

一
，

aa，込
J

一-
F濯

4
14
脹
内

一

…

圃
・
謝
経

」

臨
森

…

こ
の
た
び

5
月

臨

時

市

議

会

に

お

下

水

道

事
業
を
は
じ
め
、
桃
山
運
動

一

一
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
公
園
、
踏
切
立
体
事
業
、

8
号
パ
イ

一

一
よ
り
、
正

・
副
議
長
の
要
職
に
就
任
パ
ス
な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
継

吋

い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に
存
じ
続
さ
れ
、
更
に
は
東
中
体
育
館
、
経

"

~
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
田
保
育
所
の
増
改
築
事
業
を
新
規
に

一
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル
パ

l
一

も
と
よ
り
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
ク
、
県
文
化
ホ
ー
ル
の
建
設
な
ど
多

一

一
が
、
公
正
無
比
な
議
会
運
営
を
は
か
く
の
事
業
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。一

一
り
、
誠
意
を
も

っ
て
市
民
の
総
意
を
こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
一

A

尊
重
し
、
魚
津
市
勢
の
発
展
と
、
市
は
市
当
局
と
一
体
と
な

っ
て
よ
り

・

一
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
覚
悟
で
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い

一

一
あ
り
ま
す
。

り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

近
年
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
行
な
に
と
ぞ
市
民
の
皆
様
の
温
か
い

一

一
財
政
事
情
は
誠
に
厳
し
い
情
勢
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

一

一
議
会
の
責
任
と
役
割
り
も
非
常
に
重
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

町

一
要
な
時
期
で
あ
り
ま
す
。
当
市
で
は
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

一

尚

高

島

義

信

後

藤

吉

松

県
民
会
館
及
び
文
化
会
館
建
設
特

別
委
員
会

。
津
崎
尚
武

O
怨
坂
昭
弘

経

津

稔

森

内

俊

雄

浜

多

弘

之

中

田

尚

議
会
運
営
委
員
会

。
稗
苗
清
吉

O
古

金

広

野

沢

幸

昭

朝

野

幹

子

関

口

衛

竹

内

進

後

藤

吉

松

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

。
後
藤
吉
松

O
高
島
義
信

清

河

貢

清

水

修

三

楼

坂

昭

弘

朝
野
幹
子
議
決
さ
れ
た
議
案

マ
東
部
中
学
校
体
育
館
増
改
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

本
新
郷
朝
野
工
業
(
株
)

請
負
額

三
億
三
千
三
百
二
十
万
五
千
円

叙

マ
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

・
平
成
元
年
度
魚
津
市
一
般
会
計

補
正
予
算
(
第

7
号
)
の
専
決
報
告

久
平
成
元
年
度
魚
津
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

4
号
)

の
専
決
報
告

・
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
報
告

個
人
市
民
税
の
非
課
税
範
囲
に

つ
き
前
年
合
計
所
得
金
額
を
お

万
6
千
円
か
ら
幻
万

2
千
円
に

引
き
上
げ
る
、
及
び
所
得
割
の

非
課
税
範
囲
に
つ
き
前
年
総
所

得
金
額
等
を
ロ
万
円
か
ら

M
万

円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、
な
ど
。

同
ニ三己

息、

案

件

マ
魚
津
市
仏
国
二
七
七
六
番
地
の
三

六
竹

内

進

氏
を
魚
津
市
監
査
委

員
に
選
任
。

勲

受

章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

矯
正
教
育
功
労

山

下

哲?
氏

(
初
歳

魚
津
市
平
伝
寺
五
八
七
|



魚
津
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地

ま
し
た
が
、
こ
の
発
生
装
置
は
、
白

域
づ
く
り
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
霊
気
楼
発
生
装
置
の
製

然
の
中
で
起
こ
る
蛋
気
楼
現
象
を
密

度
の
異
な
る

2
種
類
の
気
体
ガ
ス
を

作
を
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
工
業
株
式
会
社
に
委
託
し
て
開
発
を

ガ
ラ
ス
ボ

ッ
ク
ス
に
注
入
し
て
発
生

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
結
像
装
置
が
完
成
し
、

5

さ
せ
る
と
い
う
世
界
で
初
め
て
の
も

月
M
日
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

の
で
す
。

公
開
さ
れ
た
実
験
用
の
発
生
装
置

は
、
幅

ω
側
、
高
さ

ω
m、
奥
行
き

2

m
の
方
ラ
ス
ボ

ッ
ク
ス
を
ス
ク
リ

ー
ン
と
し
て
手
前
7
m
か
ら
m

m
先

の
物
体
を
写
し
見
る
も
の
で
、
霊
気

楼
現
象
に
よ
る
伸
び
縮
み
や
反
転
が

は
っ
き
り
分
り
ま
す
。

平成 2年 6月広報うおづ(5) 

……………
渡
界
一紛
の
………一…………一一…………一

…一一………………………一…一
議
気
楼
発
一一生
装
置

霊
気
楼
と
は
、
空
気
の
温
度
差
に

よ
る
光
の
屈
折
や
反
射
が
引
き
起
こ

す
現
象
で
、
遠
方
に
あ
る
物
体
が
伸

び
た
り
縮
ん
だ
り
、
反
転
し
た
り
し

て
見
え
る
も
の
で
す
。

過
去
、
液
体
や
鉄
板
を
高
温
に
す

る
こ
と
な
ど
で
実
験
は
行
わ
れ
て
い

発生装置で写しだされた霊気楼

建物や林のミニチュア

…塑
…没
林
一次一
一…去
り
…ヲ
ル

……………………
バ
……主
一一グ
に
設
置

魚
津
市
で
は
、
神
秘
に
満
ち
た
霊

気
楼
現
象
を
多
く
の
人
に
体
験
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
の
霊
気
楼
発

生
装
置
を
平
成
4
年
4
月
オ
ー
プ
ン

予
定
の
埋
没
林
メ
モ
リ
ア
ル

パ
l
ク

に
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
装
置
は
、
幅
6

m
、
高
さ

3

m
の
ガ
ラ
ス
ボ

ッ
ク
ス
を
ス
ク
リ
ー

ン
と
す
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の

に
な
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
光
や
音
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
入
れ
、
神
秘

と
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
世
界
を
写
し
出

し
ま
す
。

。〉
自。、 密度の大きい

気体

K20m  )1 

霊気楼の発生原理図

~ 

イ申
ぴ

p
c
怪
気
楼
の
見
え
る
街
4

色
川……
…
津
……………の
…………
…
蟹
……
…
気
…楼

富
山
湾
に
発
生
す
る
霊
気
楼
は
、

4
月
か
ら
6
月
初
旬
に
か
け
て
、
朝

か
ら
急
に
気
温
が
上
昇
し
て
、
蒸
暑

く
感
じ
る
風
の
ほ
と
ん
ど
な
い
晴
れ

た
日
中
に
発
生
し
ま
す
。
雲
か
霞
が

浮
び
上
が
る
よ
う
に
姿
を
現
し
、
短

い
も
の
で
数
分
、
長
い
も
の
で
数
時

間
に
も
わ
た
っ
て
幻
想
的
な
姿
を
見

せ
ま
す
。

こ
れ
は
、
立
山
連
峰
か
ら
流
れ
る

雪
ど
け
水
に
よ
っ
て
冷
さ
れ
た
海
面

付
近
の
冷
た
い
空
気
と
、
そ
の
上
に

あ
る
暖
か
い
空
気
と
で
海
上
に
温
度

差
の
あ
る

2
種
類
の
空
気
の
層
が
で

き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
光
の
異
常
屈
折

が
起
き
る
た
め
富
山
市
や
新
湊
市
の

方
向
の
対
岸
に
現
れ
る
の
で
す
。

t> 
逆*----ー転合

各

津

一…
火
授
の
…む
を
…………………………一…一…

…………………………
魅
伝一一
一一じ
た
…震
気
楼
……
…
……

魚
津
の
蟹
気
楼
は
、
古
く
か
ら
有

名
で
あ
り
、
多
く
の
古
書
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

幻
の
竜
宮
城
や
橋
、
森
な
ど
の
よ

う
に
刻
々
と
変
化
し
て
自
然
の
一
大

ロ
マ
ン
を
見
せ
、
い
つ
の
時
代
も
、

霊
気
楼
は
人
々
の
心
を
魅
了
し
て
き

ま
し
た
。

約
制
年
前
の
永
録

7
年
に
は
、
長

尾
輝
虎
(
後
の
上
杉
謙
信
)
が
部
下

と
と
も
に
魚
津
で
霊
気
楼
を
見
た
と

い
う
記
録
も
草
紙
殿
齢
出
版
(
1
8
1
5

年
2
月
刊
)
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
川
乱
歩
も
、

小
説
「
押

絵
と
旅
す
る
男
」
に
曇
気
楼
を
描
写

し
て
い
ま
す
。



(6) 広報うあ、づ平成 2年 6月

高
齢
者
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ご
利
用
を

"2l時間体制でM賠 Z在宅介護支援セ同日市
、.tkiだう立で
，〆 長さな感は

タFい在の、
伝。宅解身

I r~ 福消体I1 祉なの
吾QIじ サど弱
ロλ トミ l 在い
置 ド ビ宅お
・!5:!. ~~: スで年

をの寄
実生り
施活の
しの方
て向の
い上心
ま等身
すを機
の図能
でるの
、た維

是め持
非に
こ。 、向

利次上

在
宅
介
護
で
苦
労
し
て

お
ら
れ
る
方
の
介
護
に
関

す
る
い
ろ
ん
な
悩
み
ご
と

や
相
談
に
専
門
家
や
看
護

婦
が
応
じ
る
と
と
も
に
、

市
役
所
の
窓
口
に
行
か
な

く
て
も
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
手
続
き
が
で
き

る
よ
う
に
新
し
く
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

マ
場

所

魚

津
市
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
内
(大
光
寺
地
内
)

マ
機
能

的
在
宅
介
護
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
相
談

・
指
導

ω介
護
機
器
の
展
示
及
び
使
い
方
の
指
導

間
各
種
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
手
続
き

マ
対

象

市

内

に

居

住

し
、
在
宅
介
護
を
必
要
と
す
る
方
及
び
そ
の

家
族
の
方
。

相
談
は

μ
時
間
体
制
で
応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

.
電
話
番
号

m
l
6
1
2
6
 

老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
~

身
体
上
又
は
精
神
上
の
障
害
が
あ

っ
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の

あ
る
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
に
対
し

て
、
家
庭
奉
仕
買
が
伺

っ
て
家
事
や

身
の
回
り
の
お
世
話
を
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

マ
費

用

・
所
得
税
非
課
税
世
帯

無
料

・
所
得
税
課
税
世
帯

税
額
に
応
じ
て

一
時

間
当
た
り

m
l刷
円

の
費
用
負
担
あ
り
。

魚津市デイ・サービスセンター

ね
た
き
り
老
人
や
痴
呆
性
老
人
を

介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
冠
婚
葬
祭

や
病
気
な
ど
の
た
め
に

一
時
的
に
介

護
で
き
な
い
と
き
に
、
原
則
と
し
て

7
日
以
内
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

お
あ
ず
か
り
し
お
世
話
を
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

マ
場

所

マ
利
用
料

一 新
日 )11
1 ヴ
8 ィ
9 1 
0 ラ
円

お
お
む
ね
臼
歳
以
上
の
身
体
の
弱

い
方
や
ね
た
き
り

の
方
に
対
し
、
週

一
回
デ
イ

・
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で

入
浴
や
食
事
な
ど
を
し
て
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
い
た
り
、
身
体
の
機
能
低

下
を
防
ぐ
日
常
動
作
訓
練
や
生
活
指

導
を
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ま

た
施
設
か
ら
車
で
送
迎
し
て
い
ま
す
。

マ
利
用
料
食
事
サ
ー
ビ
ス

:
:
:
一
日
制
円

入
浴
サ
ー
ビ
ス

:
:
:
一
日
制
円

マ
利

用

時

間

午

前

9
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で

γ
一一示
イ
バ
ホ
ポ
ム
事
業
h

J

i

日
中
、
家
族
の
介
護
を
受
け
る
こ

と
が
困
難
な
お
年
寄
り
に
対
し
、
家

族
の
送
迎
に
よ

っ
て
施
設
で
あ
ず
か

り
、
入
浴
や
食
事
な
ど
家
族
に
代
わ

っ
て
お
世
話
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

マ
場

所

デ

イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ

l

(大
光
寺
地
内
)

月
2
万
円

日
曜
、
祝
日
と
第

1
、

3
、

5
土
曜
日
及
び
年

末
年
始

マ
利
用
料

マ
休
館
日

以
上
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
に
も
、

『介
護
手
当
』
、
『
紙
お
む
つ
支
給
』
、

『介
護
ビ
デ
オ
の
貸
出
し
』
な
ど
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
高
齢

者
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
課
福
祉
係
(
内

線
問

)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

(
次
回
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
)

児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
6

月
中
に
現
況
屈
を
提
出
す
る

こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
受
給
者

の
前
年
の
所
得
状
況
や
、
児
童

の
養

育
状
況
な
ど
を
毎
年
確
認
す
る
た
め

で
す
。

こ
の
届
出
を
き
れ
な
い
と

6

月
分
以
降
の
手
当
の
支
払
い
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、

次
の
と
お
り
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

(
現
況
届
用
紙
は

6
月
上

旬
に
受
給
者
あ
て
郵
送
い
た
し
ま
す
。)

マ
受
付
期
間

6
月
日
日

i
M
日

マ
提
出
先
市
役
所
社
会
福
祉
課

マ
提
出
す
る
も
の

-
児
童
手
当
現
況
届

2
年
金
加
入
証
明
(
厚
生
年
金
加

サ
ラ
リ
ー
マ
ノ

入
者
な
ど
被
用
者
の
み

)

3
そ
の
他
必
要
書
類



下
水
道
に
か
か
る

受
益
者
負
担
金

魚
津
市
公
共
下
水
道
事
業
は
、
平
成
3
年

m月
か
ら
一
部
供
用

が
か
か
り
ま
す
。

開
始
し
ま
す
。
下
水
道
の
建
設
に
は
、
長
い
年
月
と
多
く
の
お
金

一
日
も
早
く
下
水
道
を
完
備
さ
せ
、
環
境
衛
生
都
市
と
し
て
の

機
能
を
整
え
て
住
み
よ
い
街
と
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
た
め
、
魚
津
市
で
は
、
重
点
施
策
と
し
て
予
算
を
大
幅
に

増
や
し
、
事
業
の
一
層
の
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成 2年 6月

受
益
者
負
担
金
制
度
と
は

下
水
道
事
業
費
は
、
お
も
に
固
と

市
の
税
金
で
行
わ
れ
ま
す
が
‘
下
水

道
の
便
益
を
受
け
る
人
は
、
下
水
道

の
で
き
た
地
域
の
市
民
に
限
ら
れ
ま

す
。そ

こ
で
「
負
担
の
公
平
」
を
図
る
た

広報うあ、づ(7) 

め
、
下
水
道
の
設
置
に
よ

っ
て
便
益

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
皆
さ
ん
に
事

業
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
「
受
益
者
負
担
制
度
」
で
す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
処
理
対
象
区

域
内
の
土
地
に
対
し
て
、

一
平
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り

4
3
0
円
を
掛
け
て

算
出
し
ま
す
。

受

益

者

と

は

受
益
者
負
担
金
は
、
受
益
者
が
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
益
者
と
は
、
下
水
道
処
理
対
象

区
域
内
の
土
地
所
有
者
に
な
り
ま
す

が
、
正
式
に
契
約
し
て
土
地
を
借
り

て
い
る
地
上
権
者
、
借
地
権
者
が
あ

る
場
合
に
は
こ
の
権
利
者
が
受
益
者

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
土
地
に
家
屋
が
建

っ

て
い
る
場
合
は
、
家
屋
の
権
利
者
が

受
益
者
と
な
り
ま
す
。
借
家
人
(
社

宅
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
)
は
、
受

益
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
受
益
者
を
正
確
に
把
握

す
る
た
め
、
申
告
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
申
告
が
無
い
場
合
は

市
長
が
認
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。受
益
者
の
具
体
例

l

土
地
所
有
者
、
家
屋
所
有
者
、

居
住
者
が
同
一
の
場
合
は
、
そ
の

所
有
者

2
家
屋
所
有
者
と
居
住
者
が
同
一

で
土
地
所
有
者
が
異
な
る
場
合
は
、

家
屋
所
有
者

3

土
地

・
家
屋
所
有
者
が
同
一
で

居
住
者
が
異
な
る
場
合
は
、
土
地

所
有
者

4

土
地
所
有
者
、
家
屋
所
有
者
、

居
住
者
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
場
合

は
、
家
屋
所
有
者

例1

土地所有者...A

受益者はA

居住者...A

家屋所有者...A

例3

cジ:怠詮者::~:trEt:!:ふJ

土地所有者...A

受益者はA

例2
受益者はB

例4
受益者はB

居住者...C

A必ど云よ=エ玄7記戸戸F以~ご五玄?ご五7忌ゑ
土砂災害

土砂災害防止月間

6月1日-30日

かけ崩れ防災週間

6月1日-7日 土地所有者...A土地所有者...A



広報うあ、づ (8)平成 2年 6月

W;L 

ilii 
| 
… い~r
十神
川土

「
ー
ー

l 又は警備本部、

派出所(ft22-5043)ヘご連絡ください
女むりやり、昂物を買わされたとき……。

*喧障をしているのを見たとき......。

女暴力行為を見たとき・・・・・・o

*いんねんをつけているのを見たとき・.....。

大
夜
遊
び
は

非
行
の
第
一
歩

O
終
り
に
う
か
れ
た
少
年
た
ち
は
、

非
行
に
走
リ
や
す
く
な
り
ま
す
。

O
夜
お
そ
く
ま
で
遊
ん
で
い
る
少
年

を
見
か
け
た
ら
「
ひ
と
声
」
か
け

ま
し
ょ
う
。

女
学
生
・
生
徒
の

外
出
時
間

h
-
4
H川

町
L
'
J

O
小
学

生

午

後

9
時
∞
分
ま
で

O
中

学

生

午

後

9
時
ぬ
分
ま
で

O
高

校

生

午

後

山
時
∞
分
ま
で

と
、
学
校
で
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

制
服
で
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

女

迷

子

に

ご

用

心

小
さ
な
お
子
さ
ん
と
は
、
し

っ
か

り
手
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

O
甘
い
誘
い
に
の
ら
な
い
。

O
時
い
夜
道
の
ひ
と
り
歩
き
は
さ
け

ヲ

A
V

。

合も三スうめ、J'勾， 

;(tω以 ....で...七ιι.♂山

i :二:({;I~:フイ一三
」二ノ

テスト

事官 4医者挙

出場者募集

叩
ミ
ス
う
お
づ

3
ク
イ
ー
ン
(
ミ

ス
う
お
づ
、
ミ
ス
し
ん
き
ろ
う
、

ミ
ス
た
て
も
ん
)
を
次
の
要
領
に
よ

り
広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
応
募
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

0
応
募
資
格

県
内
在
住
の
日
歳
以
上
の
未
婚
女

性
で
、
ミ
ス
に
選
出
さ
れ
た
場
合

一
年
間
各
種
公
式
行
事
な
ど
に
参

加
で
き
る
方
(
高
校
生
は
除
く
)

O
応
募
方
法
と
申
し
込
み
先

参
加
申
込
書
に
記
入
の
上
、
上
半

身
写
真
、
全
身
写
真
各
一
枚
(
サ

ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
)
を
同
封
の
う
え

魚
津
市
上
村
木
一
丁
目
別
1

初

魚
津
市
商
工
会
議
所
内

魚
津
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
へ

E
n
-
-
2
0
0

O
締
切
り

平
成

2
年

7
月
比
日

ω当
日
消
印

有
効

O
賞
品
・
副
賞

・
ミ
ス
、
つ
お

づ

-
ミ
ス
し
ん
き
ろ
う

.
ミ
ス
た
て
も
ん

そ
れ
ぞ
れ
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

(
ロ
ン
ド

ン
・
パ
リ

7
日
間
)
旅
行
及
び
副
賞

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
進
呈

※
3
ク
イ
ー
ン

の
推
薦
者
に

3
万
円

の
推
薦
者
賞
を
進
呈
(
自
薦
を
除



平成 2年 6月

規
制
日
時

jレ

楽ル
しを
い守

|?って

J ~ 
図規通会と

本
町
二
丁
目
(
旧
荒
町

||  

刃
北
電

l l-;防署

市営駐車場

件42l函司
一一_j L_一一ー

一方Eifi

新
宿
(
旧
田
方
町
)
交
差
点

凡例

区翠麹車商通行禁比

一一→一方通行

~大型通行禁正

西部中学

6
月
4
日
(
月
〉
午
後
2
時

5
7日
(
木
〉
午
前
叩
時

女
例
年
の
と
お
り
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ー
、
酒
に
よ
っ
て
道
路
を
ふ
ら
つ
か
な
い
。

現
場
の
警
察
官
や
指
導
員
の
指
示
に
従
う
。

広報うあ、づ(9) 

2 

楽
し
い
祭
り
に
す
る
た
め
に
次
の

(
魚
津
警
察
署
)

至黒部→

街
路
樹
な
ど
の
害
虫
駆
除

市
が
管
理
す
る
街
路
樹
や
公
園
の
樹
木
は
新
緑

一
も
鮮
や
か
に
す
く
す
く
と
育
ち
、
緑
多
い
季
節
と

…
な
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
気
温
が
上
昇
し
降
雨
が

一
続
く
と
湿
度
が
増
し
て
害
虫
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

一
市
で
は
六
月
初
旬
か
ら
七
月
下
旬
の
梅
雨
時
期
に

一
害
虫
駆
除
の
た
め
薬
剤
散
布
作
業
を
行
い
ま
す
。

こ
の
散
布
作
業
の
際
は
、
歩
道
な
ど
に
置
い
て
あ

一
る
も
の
、
道
路
上
に
駐
車
さ
れ
た
自
動
車
の
移
動
、

一
ま
た
洗
濯
物
の
と
り
入
れ
等
を
お
願
い
し
ま
す
の

一
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-

ま
た
、
樹
木
に
害
虫
が
発
生
し
た
と
き
や
樹
木

の
前
打
定
、
枝
払
い
な
ど
が
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合

一
は
、
す
べ
て
の
作
業
は
市
で
行
い
ま
す
の
で
都
市

一
計
画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

'

E
②
1
2
2
0
0

内
線

3
4
3

一
休
閑
地
な
ど
の
雑
草
防
除
を

消
費
者
に
好
ま
れ
る
う
ま
い
魚
津
米
の
生
産
を

目
指
し
て
、
農
家
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
努

一
力
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
米
づ
く
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

一
最
近
水
田
近
く
の
空
地
な
ど
の
雑
草
か
ら
発
生
す

一
る
水
稲
の
害
虫
「
カ
メ
ム
シ
」
の
害
に
よ
っ
て
、

一
米
に
黒
ず
ん
だ
斑
点
の
つ
く
「
斑
点
米
」
が
生
じ
、

一
検
査
等
級
、
食
味
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
0

.

市
、
農
業
団
体
で
は
農
道
、
用
水
な
ど
の
雑
草

一
刈
取
り
、
薬
剤
散
布
の
指
導
を
行
い
防
除
に
努
め

.
て
い
ま
す
が
、
水
田
近
く
の
宅
地
用
地
、
休
閑
地

一
な
ど
を
所
有
ま
た
は
管
理
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
も
、

一
雑
草
の
刈
取
り
を
励
行
さ
れ
、

害
虫
の
発
生
防
止

に
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
政
課

・
市
内
各
農
業
団
体

←至滑川
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史号
上ん
最き
I司~

2う
、口
3 _I 
4P 
47 
入ス
参木
加去

第
叩
回
記
念
魚
津
し
ん
き
ろ
う
ロ

ー
ド
レ
l

ス
大
会
は
、
4
月
初
日
川

聞
か
れ
、
全
国
お
都
府
県
か
ら
史
上

最
多
の
二
三
四
四
人
の
参
加
で
、
雷

鳴
と
と
も
に
時
折
り
あ
ら
れ
や
ひ
ょ

う
の
降
る
最
悪
の
天
候
の
中
、
今
回

か
ら
新
設
さ
れ
た
、
小
学
校
3
J
を

は
じ
め
、
5
J
、
叩
J
、
m
J

の
四

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、

「
雨
を
吹
き

飛
ば
せ
L

と
ば
か
り
元
気
い
っ
ぱ
い

雲
気
楼
路
を
駆
け
抜
け
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
選
手
へ
の

暖
か
い
ご
声
援
と
大
会
に
対
す
る
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。
種
目
別
の
優
勝
者
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。

〔
却
陥
〕

マ
一
般
男
子

米
木
勇
(
新
潟
県
)

-
寺
男
7
苛

2
少

H
b
l
L
J
5
孟
1

マ
一
般
女
子

相
沢
信
校
(
富
山
市
)

1
時
間
同
分
出
秒

〔
叩
陥
〕

マ
m
U

歳
以
下
男
子

可
児
運
寛
(
愛
知
県
)
泊
分
お
秒

マ
初
歳
代
男
子

岩
崎
末
吉
(
愛
知
県
)
ロ
分
侃
秒

マ

ω歳
代
男
子

三
宅
正
憲
(
石
川
県
)
鈍
分
回
秒

マ
印
歳
代
男
子

山
本
良
治
(
入
善
町
)
お
分
ロ
秒

マ

ω歳
以
上
男
子

平
野
昭
三
(
新
潟
県

)ω
分
出
秒

マ
高
校
男
子

金
井
大
輔
(
富
山
市
)
泊
分
日
秒

マ
一
般
女
子

広
浜
良
子
(
魚
津
市
)
お
分

ω秒

〔

5
h〕

マ
中
学
男
子

谷
口
将
彦
(
朝
日
町
)
日
分
ロ
秒

マ
中
学
女
子

卜
部
乃
美
(
黒
部
市
)
日
分
日
秒

〔

3
h〕

マ
小
学
校
男
子

吉
田
源
吾
(
魚
津
市
)
日
分
的
秒

マ
小
学
校
女
子

瀬
川
千
鶴
(
大
沢
野
町
)ロ
分
日
秒

γ月首占 すま。 神津社 U，壬】

7.J< 放聞 の祭 γ止l、

平
成

2
年
度

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
校

7
月
の
歩
こ
う
会

「
健
康
体
操
」
開
校

7
月
の
歩
こ
う
会
は
、
1
日
(
日
)

に
、
J

R
で
泊
駅
下
車
。
徒
歩
で
、

城
山
登
り
口
↓
宮
崎
城
跡
(
城
山
頂

上
)
↓
上
の
台
地
(
国
民
休
養
地
)

で
昼
食
、
休
憩
、
散
策
の
あ
と
鹿
島

樹
叢
(
固
定
天
然
記
念
物
)
な
ど
を

回
り
、
ヒ
ス
イ
の
里
、
越
中
宮
崎
海

岸
へ
と
約
7
キ
ロ
余
り
歩
き
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前
7
時
ま

で
J

R
魚
津
駅
に
、
お
集
り
く
だ
さ
い
。

昼
食
持
参
(
交
通
費
は
各
自
負
担
)。

マ
ー
セ
ラ
ス
ボ
教
育
大
学

教
授
(
デ
ン
マ
ー
ク
)

ペ
ア
ー
ス
ク
リ
ヴ
ア
l
氏

き

7
月
1
日
(
日
)

午
前
日
時
か
ら

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
総
合
体
育
館

マ
受
講
料

無

料

マ
申
込
み

・
問
合
せ
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
体
育
課

包
②
2
2
0
0
内
線

4
5
1

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま

す
。
多
数
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

……γ6
男
の
来
ーホ
ドト
l

トトトト
ト
ーし川
叫ん芯一一
よ
み
一

講
師

マ
と

23 10 9 3 
~ 110 24 24 17117 17 16 16 10 101 I 313 

24 24 10 24 

日 二仁 円月
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市

制全市ま
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新世
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オフイ
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医
療
費
の
財
源
は
、

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

ど
こ
か
ら
?

そ
の
③
|
老
人
の
場
合
|

老
人
の
一
部
負
担
金
は
定
額
で
、

通
院
が
月
額
八

O
O円
、
入
院
が
日

額
四

O
O円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
通
院
で
月
一
万
円
、
入

院
(
三

0
日
間
)
で
月
四

O
万
円
か

か
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
図
l
、

図
2
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
入
院
の
場
合
の
う
ち
、
老

人
保
健
負
担
分
の
財
源
内
訳
は
図
3

800円

個人負担

平成 2年 6月

老人保健負担

図1.通院の場合

広報うあ、づ

9，200円

ー

)
 
-1
 
(
 

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
で
み
る

と
、
個
人
負
担
を
除
い
た
七
割
が
保

険
者
負
担
、
三
割
が
公
費
負
担
と
な

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
お
、
国

保
の
場
合
は
、
こ
の
保
険
者
負
担
(
七

割
)
の
う
ち
二
分
の
一
が
固
か
ら
お

金
が
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
割
合
は
通
院
の
場
合
も
同

様
で
す
。

10.000円 (10割)

388.000円

老人保健負担

400円x30日
= 12.000円

個人負担

400.000円 (10割

図2.入院の場合 (30日間)

つ
い
で
に
、
こ
の
保
険
者
負
担
分

の
集
め
方
で
す
が
、
実
際
に
は
一
定

の
財
政
調
繋
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
老
人
を
多
く
抱
え
て
い
る

「
国
保
」
の
負
担
を
軽
く
し
、
そ
の

逆
の
「
社
会
保
険
」
の
負
担
を
重
く

す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の

惜
置
に
よ

っ
て
当
市
の
国
保
だ
け
で

年
間
三
億
円
を
超
え
る
お
金
が
た
す

か
っ
て

い
ま
す
。

公費負担

116.400円(3割)

271.600円 77 .600円 19.40円0 19.40円0 
( 7害1]) ( 2割) (0.5割)(0.5割)

保険者(国保)負担 国 県 市

図3.入院の場合の財源内訳

388.000円老人保健負担

魚
津

3
1
ス
か
ら
僧
ゲ
岳
一代
登
ろ
う
カ
イ

標
高
一
八
五
五

m
、
市
の
山
と
し

《
参
加
資
格
・
定
員
》

小
学
校

5
年

て
親
し
ま
れ
て
い
る
僧
ケ
岳
へ

、
片

生

以

上

の

健

康

で

登

山

経

験

の

あ

県
東
又
谷
か
ら
の
登
山
ル

l
ト

を

利

る

者

で

定

員

印

名

で

す

。

用
し
て
の
登
山
会
を
計
画
し
ま
し
た

《
参
加
費
》

別
円
(
傷
害
保
険
料
等
)

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

《
申
し
込
み
期
間
》

6
月

5
日
(
火
)

待
ち
し
て
い
ま
す
。

か
ら
日
日
(
金
)
ま
で

《
と
き
》

6
月

μ
日
(
日
)
、
雨

天

の

《

申
し
込
み
方
法
》

市
役
所
総
務
課

場
合
7
月
1
日
(
日
)

(

包
幻
|
2
2
0
0
内
線

m)
へ

《
日
程
》

5
時
初
分
市
役
所
前
集
合
電
話
又
は
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み

車

で

登

山

口

へ

く

だ

さ

い

。

7
時
初
分
1

日

時

登

山

主

催

魚

津

地

区

山

岳

連

絡

協

議

会

同

時

市

役

所

前

着

、

解

散

後

援

魚

津

市

教

育

委

員

会

第

3
回
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保健だより (6周〉
刈受診で一人一人ガガン予防H

1 7 I 24 I 17 I 10 I 3 6 I _ I 1 7 I 24 I 17 I 10 I 3 6 
所 診 療診診 新 日月 日日日日 月面 日月 日1:1 1 1:l H月 6
在者日時間 療 J 11 日日日日 日 翌 日日日1:1 1 1:1 月

宮守判 亘埜時指地喜聖-2拡千d一'Jバ十z時7品日日 療急患医セ 休地夜区日 闘近藤入医E大H朝8 霊関尚主捌日 匡闘自鈎入医闘阿E朝朝日~ ~二弓~笠1二5色型E〉沼4込1通 羽E新z紅児z大 医Il 鈴医叙 医附削2本 1性"" 口きh 
73 |同4由坊j 市日 、1i1祝日 タン 間 ⑫ E 0 0 2 3 普町 宗閉勺町.:7J 室閉o町泊 空リo普町入 官@ 町坑l ※診署長時限lは いずれも 官》民令 )官1t年 E》U E叫OM闘IE@12l 診事Z空嘗E Z 
側存外|H寺 時 岳85保山 4c 11筈 22川 .!.F ~iíj 9 lI~j か ら午後 5 川. 06 5ロ 36 0 82 57 医n::::' 

I I ~ I i u8 85 156 まで 42 u 7 91 017  

内 n廿- 対 象 と き と -ろ {脂 宅」

母親学級 (A) 妊婦とその家族 6月22日附 9 :30-16:00 -・ーーーー----ーーーーーーーーーーーーー---------]・ 任食をご持参く ださい。
育児サロン 幼児と保育者 6月15日昨) 10 : 00 -11 : 30 魚津市健康 :…→ ツベ リクリンJi.J.ι検伐をfjf:せ

4か月児健診 4 iJ' 月 v日U 
6月14日(村

13 : 00 -13 : 30 センター て ri' ~ 、 ます 。

6月28日(本) . '砂 !がしん (はしか)の彼柿券を

8か月児健診 6月20日(村 13 : 00 -14 : 00 発行します。

離乳食講習会
8 台、 月 ~ し

6月22日除) 13: 00-13: 30 I'~ii ブラシとタ オ ルを ごf..~; 参 く

1歳6か月児健診 63年11月生まれの児 6月26日(火) 13: 00-14 :00 ----_..._------------・ーー_.--... ださL、。

関関節脱臼検診 i前 3 か 月 v日U 6月7日(本) 13 : 00 -13 : 30 魚津保健所 おl手さんのttI(I L 将t ff.も h'~ 、ます。

心の健康相談 一 般 市 民 随時 13 : 30 -15 : 00 魚、 j京保{控所 主人ボケの本11.:炎も'乏けます。

機(リハビ能リテー訓ション練) 脳卒中後遺症のある人
6月7日(本)

10 : 00 -15 : 00 
;UlIM!は 10・00-12:00 

6月21日(本) 魚津市健康センター 診す与は 13 :00-14・00

健 康 相 吾ゐ:*、 般 市 民
6月21日付d 13 : 00 -14 : 00 血圧測定・心l五回・験J4[診察が受けられます。

一 6月5日(刈 百 楽 荘10 : 00 -11 : 30 

ツベルクリン反応検査
8 力、 月 児

6月20日(ij() 13:00-14:00 
魚津市健康センター

I(lL日:il!lJ定、相1，1炎

s.c・G予防接種 6月22日附 13 : 30 -14 : 00 

6月1日制 西布施公民館
-料金720JーIJ

6月8日制 iltT 倉 公民館
111.し、4JJ 1 1:1-3 JJ311:1 

胃がん検診 一 般 市 民 6月26日(火) 8:00-10:00 天 神公民館
6月28日(本) 下中山公民館

まで・に40、50、60，次になる

--
毎週水曜日 9:00-11 :00 黒 部保健所

入、 70 ，~k以ー 1-.の 人は無事・|
?・

→け-lfJI;(がんは30ぷも無料
円・. 6月1日倒 西布施公民館

し込みは、 J以内J¥保健}りiへ問、
J ""r-- 6月8日働 13: 00 -14: 00 松 倉 公民館

6月28日(本) 下中島公民館
TEL52-1224 

子宮がん検診 一 般 市 民 -本'トイ股 1.0301'J 

随時
市内産婦人・科、病 ・医院。 111.し、4JJ 1 1::1-3 }J31 1:1 

‘ ~同恒 .-_， 
申し込みは、健康センターへ までに30、40、50、60，みにー

~ r なる入、、520l'J

6月1日ω 西布施公民館 -料:(r.:1， 130l'J 

乳がん検診 一 市生 市 民 6月8日幽 13: 00-14: 00 松 倉 公民館
111.し、4}-J 1 H -3 ) J 311::1 
ま でに 30 、 40 、 50 、 60 ，~\tに

6月28日(木) 下中島公民館 になる人、70，決以上の人無料

魚
津
保
健
所

(
包

M
|
0
3
5
9
)

マ
時
間

午
前

9
時

i
ロ
時

マ
日
程
及
び
内
容

・6月
幻
日
附

食
品
の
選
び
方
・食
品
製
造
所
見
学

・7月
お
日
附

健
康
食
品
に
つ
い
て

・
富
山
県
薬

用
植
物
指
導

セ
ン
タ
ー
見
学

-
8
月
約
日
附

食
品
調
理
の
衛
生

・
食
器
類
の
よ

ご
れ
検
査
実
験

-
9
月
初
日
制

人
盟
国
共
通
伝
染
病
に
つ
い
て

・
着

色
料
検
査

-
m月
出
日
附

水
の
衛
生

・
井
戸
水
の
検
査

一…間一一一一周
-
咽

-一-u、、A
門
以

……生

~ロH

…一
一
衛

4

……
一
の
印

議
困

。がん検診希望者は、実施日10日前まで魚津市健康センターへ申し込み下さい。予定数に達したら締切ります。

マ
場
所

歯がだいじ

食べる楽しみ

いつまでも



平成 2年 6月

と き と 、、ー，・・ ろ と き と 、、・降e ろ

住
6月6日や'K) 9:30-10:30 農協松倉支所⑧ 6月22日働 9:30-11:00 加積公民館

民検診
6月6日休) 13 : 00 -15 : 00 坪野小学校⑧ 6月22日幽 13 : 15 -15 : 00 勤労者会館

6月8日幽 9:00-11:30 松倉公民館⑧ 6月25日(月) 9:30-11:00 吉島小学校

核結と

6月8日幽 13 : 00 -15 : 00 11 ⑧ 6月25日(月) 13 : 15 -15: 00 魚津市健康センター

6月12日(刈 9:30-11:00 青島 3区公民館 6月27日(水) 9:30-10:30 袋 公 民 官官

6月12日(刈 13 : 15 -15: 00 新川ハイ 、ソ 6月27日(水) 13: 15-15:00 上中島公民館⑧

成人病

6月14日休) 9:30-11 :00 大光寺公民館 7月3日(刈 9:30-10:30 東山公民館⑧

6月14日(ホ) 13 : 15 -15 : 00 道下公民館 7月3日(刈 13: 15 -15 : 00 木下新公民館⑧

6月21日(木) 9:30-10:30 有山公民館⑧ 7月6日ω 13 : 15 -15 : 00 天神公民館⑧
、『・" 6月21日休) 13 : 15 -15 : 00 出 /晶:¥.、 民 館⑧

広報うあ、づ(13) 

⑧は成人病検診があります。受診票と健康手帳を持参してください。検診の案内が届いた方で、職場やその他で健診を受けている

方は、魚津市健康センターまでご連絡ください。 (fi@3999)

(百日せき、ジフテリ戸、破傷風)

三種混合予防接種 今月は最終実施月です

該当地区

村木、道下

経団、西布施

加樹、上野方

片貝、天神、松倉

-第2期=

l回のみ接種
6月5日(刈

6月7日附

魚津市健康センター

ところとき

13:40-
14:00 

6月4日(月)

本江、大町

住吉、上中島

受けなかった全

地区の方

-第1期=3回接種

(24か月-48か月児)

6月29日幽

象対

百日せき

(第u期腕一羽慌W…完釘れ了M後
12カ主月-18カ、
月の間

ジフテリア

破傷風

内容

ゴ
ミ
は
収
集
指
定
日
以
外
ハ

出

さ

な

い

で

/

………一

夏
場
に
向
い
、
指
定
日
以

γ
.

外
に
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
と
悪
…
…
…
一
・
6
月
は

臭
が

ひ
ど
く
、
犬
猫
な
ど
が
…
…
一
一
-

ま
ち
づ
く
り
月
間
で
す
。

ゴ
ミ
を
あ
さ
り
、
散
乱
し
た
ぺ
.
市
で
は
「
水
と
緑
に
つ

り
し
て
附
近
住
民
の
方
々
に
…
v-

つ
ま
れ
た
ゆ
と
り
と
、
う

大
変
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
常
…
…
…
一
-
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
」
と

に
自
分
の
家
の
前
が
集
積
場
…
一
一
一
-
定
め
恵
ま
れ
た
自
然
資
源
、

と
思

っ
て
、
ル

l
ル
を
守
り
、
一
一
文
化
風
土
な
ど
特
色
を
活

美
し
く
快
適
な
環
境
づ
く
り
一
一
一
一
-
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

…

…
一
一
・
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

画
と
創
意
工
夫
で
か
魚
津

…?
ら
し
い
H

ま
ち
を
つ
く
り

可
宇
?
し
ょ
、
っ
。

Gも

国
1i簡考

-体illliは自宅で計ってきてください。

・母子健康手帳、印かんを持参ください。

※接種できない幼児

①発熱、または心臓、じん臓、肝臓疾患などのために

治療している幼児

②接樋前 l年以内にけいれんの症状を起こしたことの

ある幼児

③過去において、この予防接種により、高1]反応を起こ

したことのある幼児

④その他、接種を行うことが不適当と認められた幼児

第
引
回

，
‘
ん
た
ぷ
め
や
一
応
山
小
川
ゆ
か

魚
津
市
将
棋
大
会

O
と

き

6
月
刊
日
(
日
)

午
前
日
時

れ

O
と
こ

ろ

本

江

公

民

館

町

一一・

0
会

費

一

般

一

、

五

O
O
円
必

十小

学
生
一

、
0
0
0円
叫

…~

(
昼
食
・参
加
賞
付
)
山一

一日
0
ク
ラ
ス
別

A
級

有

段

者

以

一九

B
級

初

心

者

川

τ川
0
間
合
わ
せ
先
魚
津
棋
友
会

わ

百

円

g
n
|
3
8
5
4
f

u

畳

一 県以つ
民守よ、

二tび三
目 IJ 、リ~よ

想主毛に
霊室ん
事区か
座

マ
日
程
及
び
内
容

①
6
月
7
日
(
木
)
午
後
2
時

1
4
時

『
ふ
る
さ
と
に
生
き
る
|
ラ
ジ
オ

「
き
ら
め

い
て
朝
」
の
出
会
い

l
』

講

師

吉

友

嘉

久

子

②
6
月
比
日
(
木
)
午
後
2
時

1

5
時

『
最
近
の
消
費
者
問
題
』

講

師

酒

井

睦

子

③
6
月
辺
日
(
金
)
午
後
2
時

1

5
時

『
富
山
県
方
言
の
分
布
と
変
遷
』

講

師

川

本

栄

一

郎

④
6
月
お
日
(
木
)
午
後
2
時
1

4
時

『
な
ぜ
か
ら
の
出
発
』

講

師

橋

本

徳

倫

⑤
7
月
5
日
(
木
)
午
後
2
時

1
4
時

『ふ
る
さ
と
の
こ
こ
ろ
|
絵
と
文

芸
作
品
か
ら
|
』

講

師

久

泉

辿

雄

⑥
7
月
四
日
(
木
)
午
後
2
時
1

5
時

『
新
川
地
方
の
魚
の
流
通
と
統
制
』

講

師

高

瀬

保

マ
会
場

①

②
は
、
入
善
町
市
民
会
館

(
視
聴
覚
室
)

③
i
⑥
は
、
朝
日
町
庁
舎

(
4
階
大
ホ
l
ル
)

マ
間
合
わ
せ
先

魚
津
地
区
生
涯
学
習
団
体
協
議
会

事
務
局
(
魚
津
教
育
事
務
所
内
)

E
M
|
5
3
1
1
(
代
表
)
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「
お
つ
か
あ

l
」
と
叫
び
な
が
ら
幸
吉
全
力

疾
走
、
ス
タ
ッ
フ
も
負
け
じ
と
追
走

広報うあ、づ平成 2年 6月

チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
見
物
の
み
な

さ
ん
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し

広、



平成 2年 6月

企経団幼稚園

ボール落ちれば?

E修f主
...大町小学校

魚
津
市
民

つ
ど
い
開
催

5
月
日
目
、
市
総
合
体
育
館
で
行
れ
ま
し
た
。

N
H
K
の
公
開
番
組

2
本
の
収
録
と
、
ち
び

っ
こ
広
場
に
か
ぴ

っ
こ
ろ
H

H

じ
ゃ
じ
ゃ
ま
る
O

H

ぽ
ろ
り
H

が
登
場
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
肺
が
ん
検
診
コ
ー
ナ

ー
、
お
や
つ
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
各
種
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
勢
の
市
民
の
方

々
で
大
盛
況
で
し
た
。

景
気
…一く
ん
一一道
…猿
ヲ
爽
……ヲ
一帯
一一勲
本

堀

田

俊

貴

く
ん

(則
和

・
幸
世
さ

野

田

愛

未

ち
ゃ
ん

(
秀
敏

・
ゆ
か

ん
夫
妻
の
次
男
)

坪

野

り

さ

ん

夫

妻

の

長

女

)

吉

島

平
成
元
年

8
月

幻

日

生

ま

れ

平

成

元

年

9
月

3
日
生
ま
れ

...経由小学校

《
お
母
さ
ん
の

一
言
》

元
気
で
活
発
な
子
に
な
っ
て
ほ
し

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

明
る
く
元
気
で
思
い
や
り
の
あ
る

子
に
な
っ
て
ネ
。

〆

こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

宮

M
1
2
4
0
2

ー

6
月
の
行
事
|

〔
プ
ラ
パ
ン
〕

8
日
(
金
)
・
日
日
(
火

)
4
じ
i

〔
父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
〕

日
日
(
木

)i
口
日
(
日
)

※
費
用
削
円
を
添
え
て
、
日
日

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔
オ
セ
ロ
大
会
〕

お
日
(
日

)
3
じ
1

※
幻
日
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
国

民
の
(
祝
)
日
。



。。広報うあ、づ平成 2年 6月

言 私自罫謡選決ま否(任期2年)
婦人問題・青少年問題についてお気軽にご相談ください。

地区名 氏 名 住 所 電話番号 地区名 氏 名 {主 所 電話番号

大町 宮崎静香 魚津市新角川1-8-14 22ー1229 本江 寺島美津枝 魚津市下村木町3474-122-1639 

" 本吉和子
11 本町2-11-10 22-6269 " 金江文子

11 友道2198-12 22-4817 

村木 田原総 子 11 緑町6-5 22-6353 " 徳本明美 " 友道幸町1639-124-1719 

" 宮崎敬子
11 村木町107 24-0164 片 日 若林文子 11 東城212 32-8155 

11 田 中 弘子 11 火の宮町15-19 24 -0184 " 尾谷和子
11 東城2027 32-8225 

下中島 野沢伊枝子 11 三ケ549 24-4062 力日 干rl玉野 千恵子 11 古島1745-10 22-6329 

" 寺田祥子 11 住吉3649. 22-1661 " 稲場百合子 11 六郎丸696 22-6735 

上中島 浦田順子 11 吉野101 22-2975 道下 小林美恵子 11 本新町903 22-6665 

" 両畑直美 11 有山175 24-5150 11 武田 啓子 11 北中414-3 24-5423 

松 倉 両縁千恵子 11 金山谷604 33-9127 経団 横田 トミヱ 11 経団西町7-18 22-4192 

" 島津亜喜子 11 坪野639 33 -9418 " 三田村比佐乃 11 江口1475-4 24-7028 

上野方 柴木礼 子 11 大海寺野4768-724-5097 天神 関 口 I~r~ 枝 11 東尾崎5145 31ー7168

" 広田 幸子
11 大海寺野277 24-8564 " 関 口 さよ子 11 天神野新632-2 31-7853 

西布施 すゑ 11 小川寺3324 31-7501 

音今年畜肢哩再還動推准指遵冒 " 佐々木喜美
11 長引野311 31-7464 

婦人地域活動推進員

大町 金山忠雄 魚津市新宿11-19 22-2100 片 回 若林ギ:盛 魚津市東城2278 32-8335 

村木 大城 議 " 諏訪町15-12 22ー3381 吉島 廃瀬久 雄 11 横枕892 24-7103 

住吉 宮本宗吉 11 宮津1187 22-3362 " 西田 清 和 11 天神野新458 31-7948 

上中島 三浦 幹雄 11 吉野1080-10 24-6346 道下 杉本茂一 11 官、田2900-47 24-3443 

松 倉 石橋嘉夫 11 金山谷1079 33-9956 経団 経沢 忠勝 11 経田中町ト45 24-3808 

上野方 石崎 清 則 11 石垣412 24-8639 士平 野 清河茂 雄 11 北山458-1 33-9445 

本江 岩崎順子 11 大光寺24-1 22-6481 西布施 元町'哲朗 11 長引野501 31-7471 

人
権
擁
護
委
員
制
度

「
人
権
擁
護
委
員
の

6
月
1
日
は

日
」

で
す
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と

や
悩
み
ご
と
が
あ
る
場
合
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
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護
委
員新

角
川
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尾
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上
村
木
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相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

O
奥
村
信
子

O
高
島
信
作

O
谷
原
幸
治

0
塚
本
慶
久

O
谷
口
正
美

O
波
岡
正
治

オ マ.

1 字率
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申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市

役
所
総
務
課
行
政
係
ま
で

告
仰
2
2
0
0
(
内
線
加
)

色

津
7 ，f紅
2 漉
買委業
主員委
事選事
選挙 宏

7
月
刊
日
に
任
期
満
了
に
よ
る
農

業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
が
、
公

職
選
挙
法
に
基
づ
き
、

7
月
日
日
に

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

選
挙
区
と
区
域
・
定
数

O
第
一

選

挙

区

定

数

3
名

旧
魚
津
町

・
下
中
島
村

・
下
野
方

村

・
上
野
方
村

O
第

二

選

挙

区

定

数

3
名

旧
上
中
島
村

・
松
倉
村

O
第
三
選
挙

区

定

数

4
名

旧
片
目
(
谷
村

・
加
積
村

・
道
下
村

O
第

四

選

挙

区

定

数

4
名

旧
経
団
村

・
天
神
村
・
西
布
施
村

※
な
お
、
日
程
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報

7
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

カ
シ

危
険
物
安
全
週
間

6
月
3
日
1
9
日

危
険
物
に
対
す
る
正
し
い
知

識

・
取
扱
い
方
を
身
に
つ
け
ま

ーしょ、っ
。

覆#'、



魚
津
市
で
は
、
昭
和
幻
年
に
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
見
直
し
(
昭

和
利
年
に
作
成
)
今
日
ま
で
、
優
良
農
地
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

農
業
生
産
力
を
維
持
し
、
農
業
経
営
の
安
定
と
農
業
の
健
全
な
発
展
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の
住
宅
用
地
の
増
加
、
道
路
・
用

水
の
整
備
及
び
拡
張
、
工
場
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
農
地
を
め
ぐ
る

情
勢
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
再
度
、
整
備
計
画
を
平

成
元
年
か
ら

2
年
に
お
い
て
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

農
地
振
興
地
域
内
の
農
地
を
所
有
。
添
付
書
類

さ
れ
て
い
る
方
で
、
や
む
を
得
ず
農

・
申
請
書
(
農
政
課
に
あ
り
ま
す
)

地
転
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
農
地

・
申
請
地
の
土
地
登
記
簿
謄
本

転
用
申
請
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
前

・
付
近
見
取
図
、
公
図
、
建
物
配

に

農

用

地

区

域

か

ら

の

除

外

認

可

手

置

図

続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

・

土
地
改
良
区
の
同
意
書

通
常
の

6
月
分
受
付
も
、
併
せ
て
行

・
農
家
、
分
家
住
宅
の
場
合
は
所

な
い
ま
す
。

有
農
地
一

覧
図

。
期
間

6
月
日
日
(
月
)
1
羽
田
(

土

)

申

請

さ
れ
る
方
は
、

書
類
を
作
成

。
提

出

先

市

農

政

課

庶

務

係

す

る

前

に

希

望

場

所

を

市

農

政

課

庶
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ビ
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前
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時
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山
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内
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方
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入
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ナ
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金
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(
金
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お 失ロ ら せ informαtion 

i~， .._. ，..担議¥案内向何?j
く市役所で ft22-2200 ) ~ ( その他の相談

怒総議機嫌議長線灘談;g:ji? ; 

0と き 6月26日(刈午後 1時-4時 J

Oところ 第5・第 6会議室(3階) ~ 
県弁護士会の弁護士が法律相談を行い/

ます。 i 
ご希望の方は、前日までに市民相談室;

へお申し込みください。ー内線161- ¥ 

0と き 毎月第 l・第3木曜日

午後l時-4時

0ところ 市民相談室(1階)

0と き 日曜・祝日及び第 2・第4土 5

曜日以外の毎日午前9時~午後 j

5時 (土曜日は午前12時まで)

0ところ 市民相談室(1階)

0と き 毎週火・水 ・金曜日

午前9時~午後4時

0ところ 商工観光課(3階)

務;齢菱重機業綴幾三

0と き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土 j

曜日以外の毎日午前9時~午後

交通事故の無料相談

富山自動車保険請求センター

富山市桜橋通り 1-18(住友生命ビル)

ft 0764 -32 -2294 

0相談日 月~金曜日

0時間午前9時30分

~午後4時40分

専門相談員が相談に応じます。

0弁護士相談(無料)があります。

毎月第 2・第4木曜日

0と き 毎週月曜日と木曜日

午前9時~午後 5時

0ところ 教育センター相談室

0と き毎週金曜日

午前10時~午後3時

0ところ 市福祉センター(百楽荘)

0と き 6月8日幽午後l時-4時

0ところ 魚津サンプラザ3階

5時(土曜日は午前12時まで) f 0と

0ところ 高齢者職業相談室 (1階)

き 日曜 ・祝日及び第 2・第4土

曜日以外の毎日午前10時~午後

6時(土曜日は午後l時まで)
無料;僚懇:精錬;ょと

Oと き 6月13日ヤ同

午前10時~午後4時 : 

0ところ 市役所会議室

ご希望の方は、 6月6日までに市民相

談室へお申し込みください。一内線161-;

0ところ 魚津サンプラザ1階

0と き 6月20日や同

午前10時~午後3時

0ところ 魚津総合庁舎(新宿)

f一一 北電から

| に敏感な
三・7・;;-J:::?!漏電遮断器"

漏電遮断器は、家の中の配線や、器

具から漏電したとき、自動的に電気を

[>社会福祉基金として

岡田健造岡経団217 50，000円

b善意銀行へ ( 5月10日現在)

西田良男上村木一丁目 30，000円

匿 名 532円

秋田芳之道 t反 50，000円

寺田恵美子新 宿 30，000円

佐々木孝志・美津子 金山谷 15，000円

北出重雄本 江 7，178円

匿 名経団西町 20，000円

野村幸男立 石 5，000円

本田邦夫浜経団 100，000円

高原忠信慶 腎 100，000円

上口保育園職員一同 3，924円

明歩谷鶴喜与宮津 50，000円

南部彦松上口二丁目 30，000円

本元久雄北鬼江 100，000円

関口 静天神野新 50，000円

魚津印刷(柑八木洋

中央通り一丁目 50，000円

石坂栄作住 =口と 30，000円

只石八宗本 江 20，000円

谷口 貞子岐阜市 20，000円

(却魚津銀金吉 島 5，000円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

稗苗安一稗 巨白ヨ 50，000円

(制政村数 30，000円

稲場忠雄六郎丸 50，000円

海1.f"j:J修正樹~:~余儀繍陸軍~t
実施地域…下野方地区(本江 ・三田・印

田 ・石垣新)。調査には県認定LPG保安

センター調査員が伺います。

ft (24) 5340 

平成元年度、保安調査で目立ったワー

スト 3は、ゴム管、閉止弁(元栓)。器具、

経年変化をよく観察しましょう。

f切ってくれる電気安全の川目付役砂
ですが、付近で号車い雷が鳴るとそのシ

ョックで切れて停電することがありま

す。

このようなときは、雷が去ってから

漏電遮断器のつまみを、押しあげると

元どおり電気がつきます。
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お 長官 ら せ informαtio札

ピでヨ~ ¥ 

切 器開嶋す )
魚津工業高校開放講座 I i，;~!三万j;担

青少年国:路交流えヤンプ
外国人青少年とキャンプ生活をともに

し、言語や習慣を越えた友情と国際感覚

を身につける素晴しいチャンスです。

0期日 7月28日ω-8月1日(柑

0場所

小 学生静岡県

(静岡県立朝霧活動センター)

中 ・高校生 山梨県

(木栖湖青少年スポーツセンター)

0対象

小学生 4年-6年320名(外国人80名)

中 ・高校生 210名(外国人60名)

0参加賀

小学生 30，000円-45，000円

中 ・高校生 30，000円-55，000円

。問合せ ・申込み先

干160東京都新宿区四谷 2-11

側国際青少年研修協会

ft03-359-8421 

警察官'_A:(大学卒)の採用試験

0受 付期間 6月15日-7月 5日

0第一次試験 7月29日(日) 富山高校

0問合せ先警察署 ・派出所 ・駐在所

及び富山県人事委員会(0764-41-6166)

※なお、 10月には警察官B.婦人瞥察官

の採用試験が実施されます。

〈テーマ〉

ノfソコン操作の基本と集計表の作成

。期間 7月 2日(河)-20日幽

(毎週月・火 ・木 ・金曜日実施 計12回)

0募集期間 6月4日一 6月14日

0対象者 一般成人でパソコン操作の経

験のない方(学生は除<) 

0定 員 35名(申込み多数の場合は抽選)

0受講料無料(但し教材費1000円徴収)

0申込み方法及び申込み先

はがきに氏名 ・住所 ・電話番号 ・年

齢 ・性別j・勤務先を明記し、魚津市浜

経団3338 魚津工業高校 高校開放講

座係へ。ft22-2577(担当 :中、池田)

ρ日
防火管理者資格取得講習会

消防法に規定する防火管理者となるた

めの、資格取得講習会を次のとおり行い

ます。

0 日時 甲種 6月21日(柑 ・6月22日幽

乙種 6月20日(7J¥)

0場所魚津地域職業訓練センタ-

0受付 6月12日(刈まで

※詳細については、消防本部予防課まで

問合せください。宮24-0295

角川、布施川、片貝川、早月川のあゅ

の解禁は次の通り行われます。

0釣 り 6月17日(日)午前 5時

0投網 ・てんから網 6月20日附正午

〔許可の手続き〕

角川、布施川、片貝川 (八号線上流端

から下流)の内水面許可手続きは、 6月

16日仕)-6月20日(水)までは呉東内水面漁

協事務所 (大光寺)で受けつけておりま

す。竿釣 りは市内の釣り具庖で受けてく

ださい。

早月川、片貝川(八号線上流)の県管

理河川は、綱については県の許可証が必

要ですが、竿釣りは許可証がいりません。

男女雇用機会均等月間

6月1日-30日(1か月間)

ホップステップジャンプ/

職場でみせる私の実力

0男女雇用機会均等推進セミナー

体験発表、事例発表、講演

と き 6月19日(刈午後 1時15分

ところ ボルフアートとやま

0女子労働問題特別相談(期間中)

富山合同庁舎富山婦人相談室

( ft0764-32-2740) 

議
~::::::~ :::::~ 半過孟 :.>.

開購報〉

Jjffp|下A判i苦師団管ヤ轄|謡コチ12|:短大信性別 職種 年齢 賃金 地区 人員 資格等

営業員 18-30 1258，0 000 魚、・上村木 l 普高卒通以免上許 体指導育員-180，000 

助運転手及手び 20-50 215.000 11 上道村坂木 3 11 
建設機械

魚・鹿熊 25万 タ普イ通ヤシ免ョベ許ル運転
建設機械

中学-240，000 オベレーター オペレーター25年

男 運転手 18-45 
180.000 

黒・三日市 3 
不 問

11 11 本江 20万 普海通技免免許状
大型船舶機関11年

高専-230，000 11 金型放電加工 7年

金フ.ラ型ス成チ形ッ工ク 18-40 1~2020 ，O00 
0，000 
魚-三国 3 経験者優遇 作土業木員 11横枕 20万 普通免許 土木作業19年 高校

ルート 18-50 1789 ，790 11 上村木 3 普高卒通以免上許 造園工 11北鬼江 25万 大型免許 トラック運転10年 中学
セールス -195，500 

事務員 25-40 1002，OO0， 0 11 相木 1 不 問
事務員 33 魚.}II 原 10万 普珠通算免2許級 農協貯金窓口日年 高校-120.000 11 

キー
普珠算通2免級、許簿記2級ノマンチャー

18-30 96，600 11 上村木 5 経験者優遇 11 H 仏国 12万 証券会社3年 短大

女 販売庖員 18~45 1~2215，O20，0O00 11駅前新町 2 普高卒通以免上許 11 I 24 I III細菌町 10万 H 銀行業務6年 高校

家組電立製五口 18~451~0012，00 00 00011友道 3 不 問 11 I :.!:~ I 11 上口 12万 11 一般事務 5年 11 

生産職 18-451122，蜘-111 小川寺 5I ~通免喜 販売買 M 石垣間普通免許 販売買昨 M 

※詳しくは、魚津公共職業安定所(宮24一0365)へお間合わせください。求人テレホン ・サービス 宮24-8841 男子(月~木)、女子(金~日)

(ご利用ください〉市政情報テレホン・サービス ft22-3600
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